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学校お よび学校外教育の利用に関する親の 教育戦略

一
ドイ ツ ・ハ ン ブル ク州 にお ける調査 に もとつ い て

一
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1．問題関心

近年，「教育の 私事化 」 をめぐっ て ドイ ツ で は以下

の よ うな議論が活発化 して い る。「今 日，生活 ・学

習 ・労働の 世界 の 境 界が解体 してゆく近代化の 新

しい 段階にお い て
，

生活と学習と労働活動の境界

が解体 したライフ ス タイル を持ち，自律性を究極

的に推 し進めた 『労働力企業家』が新 しい労働力

モ デル にな りつ つ ある（V（）B2000）。こ の ような変

化の影響を受け， 青少年の 学校外教育（家庭教師，

習い 事，地域クラブへ の 参加等）の 利用が拡大 し，

余暇生活 と学習の 境界も解体 してきて い るの で は

な い か 。
つ まり，労働 市場にお ける有利な条件を

直接先取 りし， 学校お よび学校外教育を轍 各的に

利用す る家庭が 出現 し
， またそこ に は階層な どに

よ る新た な不平等が生成 して い るの で は な い か

（F611ing“Albers　200X），
　Zeiher　2COO）． 」本研究 で は ，

こ の よ うな枇会 ・経済的坿 立の配分に関して個人

の 主体的選択 ・決定の 比重が増す文脈に お い て，

よ り重要 になると考えられる親の 教育戦略を，以

下の課題に焦点をあて把握 しよ うとした 。 親は就

職の際に どの よ うな要因が重要である と考えて い

るの か，学校お よび学佼外教育の 利用を どう意味

づ けて い るか
， それ らは相 万：に どう関連づ け られ

て教育戦略を形成 して い るか。またその教育戦略

は どの よ うな制度的 ・構造的要因に規定されて い

るの カ  この課題の解明は，日本にお けるパ ラ レ

ル な閙題 すなわち私事化現象やそれと関わ る階

層的不平等の 問題にとっ て も
一

定の示唆的な可能

性を持っ と思われる 。

2 ．理論的枠組み

本研究で は ，戦略は意識的 ・意図的な もの に限 ら

ない とする Bourdieu（1987）の 「戦略」概念を用い
，

特 に就職 の 際 の 重視要因と学校および学校外教育

の 意味づけの意識的 ・無意識的な関連性に焦点を

当て る 。 また Kb  ら（1983）の 階層と価 直志向の

関係に関する実証研究は ， 労働 の 世界 の 親の状況

が子ど もの 教育に ど う関連するかにつ い て有
．
効な

枠組み を提示す る。 すなわち，労働 の iせ界に お い

て よ り自律的な仕事を行 う高い 階層の 親は， ∫
：・ど

もの 教育にお い ても自律的価値を重視 し，低階層

の 親は，逆に同調的衢1直を重視する こ とを示 した。

こ の よ うな彼 らの 枠組み を，Mo歙2000）の 「労働

力企業冢1 論と接合 して，本研 究では採用する，

3 ．調査方法 とデー
タ

本研究で は，上記 の よ うな問題関心か ら， ドイツ ・

ハ ン ブル ク州 で 1995 年 3 月か ら 5月に筆者が行

っ た 8 年生 とそ の親を文橡 とする調査デー
タの 分

析
ー
を行 っ た 。 同州では ， 4 年間 の 初等教 育後，4

種の 中等学校に進路分化する制度を と っ て い る、

各学校種は，異なる修 ∫証を授 与し，学力 レベ ル

に関して も，．ヒか らギ ム ナ ジ ゥム ，実科学佼，総

合制学校， 基幹学絞 とい う序列が ある。調査対象

には ， 各学校種 に 関 して で きる限り平均的な学絞

を選んだ』調査は生徒調査 と親調査か ら成 り，生

徒調査 で は，生活時間調査に関する質問紙 G鮫

と学校外教育における学習および余暇活動 の 機会

の利用時間 と内容等を含む）をクラス で 配布 した

（N ＝ 173）。 親調査 で は，学校及 ひ 学校外教 育へ

の 期待や就職に関す る意識 につ い て の 自由回答式

と固定選択肢を混合 した面接を行 っ た （N ＝75）。

親調査 の デー
タは ， 比較的小 さい サ ン プル で，質

的デー
タを含む こ と ， また 日常生活 レ ベ ル で の彼

ら の視屯をで きる限 り調査者の パ ー
ス ペ クテ ィ ブ

に裁断 され な い 形 の デー
タで生かす こ とが重要と

考え，質的内容分析の 方法（Mayring　1989，山村

1993）に従 い
， データ内在的カテ ゴ ライゼイ シ ョ

ン を行 っ て，分析 した。

4 ．ハ ン ブ ル ク州に お け る学校教育と学校外教

　　育の利用状況 （生徒調査デー
タの 分析結果）

  　学校種別 の 親の学歴格差

ドイ ツ で は私 立志向は弱 く．競争原 理 を導入 す る

意図 で の学校選択制は とられ て い ない が， 3 ない
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し 4 種の 中等学校の選択が市場の 中で の 選択とい

う様相をおび て い る（Hansen ＆Roff　1990）。また

ハ ン ブル ク州では学校種選択にお い て親の 選択が

優先される制度をとっ てお り，生徒調査デー
タの

分析 に よれ ば，各学校種の親の学歴 に は ，学校 レ

ベ ル の序列にほ ぼ応 じた格差が見られた。また各

学校種の授業時間に関 して は，ギム ナ ジウム で は

ア カデミ ッ クな教科に重 煎がおかれるの に対 し，

学校 レベ ル が下 が るほ ど実技教科の 比重が高ま り，

格差が大き い．また学校の提供する自主参加 の余

暇活動や補習は全体に利用が少ない。

  学校外教育の 利用状況

他方で，学校外教育の利用は ，
レベ ル が高 い 学佼

ほ ど利用割合が高く， 利用時間が長く ， また 内容

的に も文化的再生産戦略の存在を示唆するよ うな

格差がある。重回帰分析によっ て，学校外教育の

利用時間は，親の 学歴の独 自の影響は受けてお ら

ず，学校種に よっ て格差があ る こ とがわ か っ た。

したが っ て学校種の選択は，学校内外の教育機会

の格差 に かかわる重要な要因で あるとい える。

5．親の教育戦略 （親調査デー
タσ）分析結果）

  就職の 際の 重視要因

就職 の 際 重視され ると親 が 考 える要因は ， 子 ど

もの 教育や生活 の 編成の 仕方に関する彼 らの 戦略

を左右する と考え られる。親調査データの分析に

よれば，ギ ム ナ ジウム 生 の 親は他校の親 より，「学

歴 （； 修了誑羽 や 「成績」等，学校が 制度的に付

与する要因よ り，「人格i 「特殊な能力 ・知識 1 「実

践的経験」 の ような，よ り内容的で，その獲得は

必ず しも学校で は ない か もしれない要因を重視す

る傾向をもつ 。また学校 レベ ル が高い ほ ど，「人格」

に関して
，

よ り自律的人格特 性が
， また 「特殊な

能力 ・知識」 の 内容 として 「専門知識」や 「学校

外 の 履歴」 が重視される傾向が ある。

  学校お よび学校外教育の 意味づ け

学校に対する期待や意味づ けに関 して は ，全体に

「知識の 習得」 が主要な期待で あるが，学校レ ベ

ル が上がる ほ ど，そ の 内容は 「3Rs 」 → 「日常

生活に即した実肢的内容 の 学習i → 「一般 教養」

→ 「学習能力」 と抽象度と自律度が高まり，また

「社会性」 の 発達へ の期待 も上昇する 。

　学校外教育に関 して も，学校 レベ ル が上昇する

ほ ど，「学習」 や 「教養」等，知的な意味や 自律的

な入格特 腔の 発達など，内面的な意義 へ の 比重が

高まる。 逆に下位レ ベ ル の 学校の親には，「楽 しみ 」

や 「非行防止 」等の 外面的規制に関わる期待が見

られる 。

  個 々 の 親の 教育戦略

個 々 の親の教育戦略，すなわち就職 の 際の 重視要

因 （上記  ）と，学校お よび学校外教育の 意味づ

け （上記  ）との 関連を， 内容的な関連性 の 有無

に よっ て分類すると，6集団が析出できた。すな

わち， q就職で の重視要因 と学校教育の意味づ け

の間に何の 内容的関連性も見られず，学校外教育

も利用 して い な い 集団，（2）就職で の重視要因と学

校教育へ の 意味づ け の みが内容的関連性を示 し，

学校外教育は利用 して い ない 集団，〔3］就職 で の 意

味づけと学校教育お よび学校外教育の 意味づ けの

間に関連性は見られない が ， 学校外教育を利用 し

て い る集団，〔4蹴職 で の 重視要因 と学校教育 へ の

意味づけの み が関連性を示 し，学校外教育を利用

して い る集団，15蹴職で の重視要因と学校外教育

へ の 意昧 づ け の みが関連性を示 し，学校外教育を

利用 して い る集団 ， ｛6蹴職での 重視要因と学校お

よび学校外教育へ の 意味づ け の 両方が関連性を示

し ， 学校外教育を利用 して い る集団である。 関連

内容を見る と，（1｝→ 〔6｝〈 行 くほど，知的 ・人格的

な 自律性重視や，相互 の 関連陛は高まる傾向が 見

られ，その 戦略は 労働の世界の新 し い 要請に応え

る労働力タイプ 「労働力企業家」 の養成に よ り適

合的な性向をもつ こ と，また同時に親の学歴や収

入 も上昇し，子 どもはよ り上位 レベ ル の学校に在

籍する こ とが明らか になっ た。逆に学校外教育を

利用しない親の戦略は ， 学校に依存し
， 就職 との

関連性が低く， 自律性を志向しなレ傾 向がある。

また彼 らの 学歴，収入 子 どもの学校 レベ ル は低

い 。彼 らは，今後生活 ・学習 ・労働の境界が解体

し，近代学校が揺 らぐ中で，優位な戦略をもっ て

い ない とい う点で さらなるハ ン ディ を負うことに

な りかねない。こ の格差は，親の教育 ・職業上の

経験や状況 ， そ して 彼 らの ハ ビ トゥス を基盤 に し

て い ると考えられ るが，そ の 問題ほ 学校選択や

分岐型の 学校制度に よっ て よ り拡張して い る。

当日，詳細な分析結果と参考文献を配布する
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